
※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

到達目標
D

到達目標
E

【教科書】

特になし

ふつう あと少し

必要とされる専門性を概
ね実践できる

必要とされる専門性の一
部を実践できる

主体的・協調性・積極性
を持って概ね実践できる

主体的・協調性を持って
概ね実践できる

優れている よい

到達目標
A

必要とされる専門性を十
分に実践できる

主体的・協調性・積極性
を持って実践できる

到達目標
B

到達目標
C

周囲と良好な関係性を持
ち、役割の範囲を実践
し、他もサポートできる

科目名 社会体育実習C 年度 2026

Social and Physical Education Practicum C 学期 通年

単位数 2 種別※ 実習

英語科目名

学科・学年 スポーツトレーナー科三年制　3年次 必／選 選※ 時間数 60

担当教員 田原 教員の実務経験 有 実務経験の職種 パーソナルトレーナー

【科目の目的】

学外のスポーツイベントや指導現場などにおいて実践的な経験やボランティア活動を行います。ボランティア活動を通して、健康
やスポーツの指導者としての資質やビジネスのあり方などを学び業界を知り、専門力+人間力を養う事を目的とします。

【科目の概要】

学外などにおいて現場の実践的な経験を積み、指導者としての資質を高めます

【到達目標】

活動を通じて、組織の中での振る舞いやマナーの実際を学び、経験することで社会人としての責任を感じる事をねらいとします。
また普段の生活が多くの方々の支えがあっての事だと知り、今後の社会人生活に活かす事も重要な目標です

【授業の注意点】

身勝手な行動、他人に迷惑がかかる行動は絶対に取らないでください。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力

役割の範囲は責任を持っ
て実践できる

役割の範囲は責任を持っ
て概ね実践できる

【参考資料】

【成績の評価方法・評価基準】

報告書の内容を評価します。積極的な活動を評価します。
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3 社会活動➁ 専門力・人間力の育成

4

科目名 社会体育実習C 年度 2026

Social and Physical Education Practicum C 学期 通年

授業内容

活動の理解

英語表記

授業テーマ 各授業の目的

2 社会活動➀ 専門力・人間力の育成

役割 与えられた役割について責任を持って行動できる

1 オリエンテーション 各実習について

社会活動③ 専門力・人間力の育成 実践的な活動

活動を通して人間力や専門力を身につけることができる

実践的な活動 活動を通して人間力や専門力を身につけることができる

役割 与えられた役割について責任を持って行動できる

2活動を通して人間力や専門力を身につけることができる

役割

活動を通して人間力や専門力を身につけることができる

与えられた役割について責任を持って行動できる

役割

2

実践的な活動

役割

社会活動④ 専門力・人間力の育成

与えられた役割について責任を持って行動できる

活動を通して人間力や専門力を身につけることができる

5

役割

2

6 社会活動➄ 専門力・人間力の育成

7 社会活動⑥ 専門力・人間力の育成

与えられた役割について責任を持って行動できる

8 社会活動⑦ 専門力・人間力の育成

与えられた役割について責任を持って行動できる

実践的な活動

14

社会活動⑧ 専門力・人間力の育成 2

2

2

2

役割

活動を通して人間力や専門力を身につけることができる

与えられた役割について責任を持って行動できる役割

実践的な活動

与えられた役割について責任を持って行動できる

活動を通して人間力や専門力を身につけることができる

活動を通して人間力や専門力を身につけることができる

役割

実践的な活動

役割

役割

実践的な活動

実践的な活動

9

10 社会活動➈ 専門力・人間力の育成

11 社会活動➉ 専門力・人間力の育成

12 社会活動⑪ 専門力・人間力の育成

13 社会活動⑫ 専門力・人間力の育成

役割

実践的な活動

社会活動⑬ 専門力・人間力の育成

反省

成長

活動を通して人間力や専門力を身につけることができる

自身の活動を振返り今後に活かすべき点を理解している

実践的な活動

3活動を通して成長できた点を理解している

与えられた役割について責任を持って行動できる

活動を通して人間力や専門力を身につけることができる

与えられた役割について責任を持って行動できる

2

2

15 振返り 評価

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

外部で行う活動について理解している

3与えられた役割を理解している

到達目標＝修得するスキル

役割の理解

役割

実践的な活動

2

2実践的な活動

実践的な活動

与えられた役割について責任を持って行動できる

2

活動を通して人間力や専門力を身につけることができる

活動を通して人間力や専門力を身につけることができる

2

与えられた役割について責任を持って行動できる

活動を通して人間力や専門力を身につけることができる

与えられた役割について責任を持って行動できる
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